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ま え が き

  新たな波動を感じ取れる昨今の新型コロナウイルス感染症ではありますが、本年５月８
日に感染症法上の取り扱いが、２類相当から５類に引き下げられて以降、社会経済活動の
緩和策や、医療対応策の変革、空床確保料の削減など、コロナウイルス側にとっても、医
療機関側にとっても、正とも負とも取れるような方向性が示されているような気がしてな
りません。今しばし世の中の状況を注視していきたいと思います。

　先日、30年勤務の５名と20年勤務の10名の当院職員に対して、感謝の念を持って「永年
勤続職員表彰式」を執りおこないました。そこで、30年前の平成５年（1993年）の当院で
のイベントを思い起こしてみましたところ、現在の本館の第Ⅰ期工事がスタートし、５年
の歳月を経てグランドオープンすることになりました。その後時を経て、救命救急センタ
ーや心臓脳血管センターが竣工することになり、言うなれば、「ハードの幕開け」とでも
表することができる年ではなかったかと思っています。では、20年前の平成15年（2003年
）はいかなる年であったでしょうか。麻酔科騒動からの立ち直りを遂行すべく、第４代院
長として小川道雄先生が颯爽と就任されました。病院機能評価取得を筆頭に様々な改革が
おこなわれ、新たな宮崎県立延岡病院がスタートした年であったと言っても過言ではない
と思っています。いわば、「ソフトの幕開け」と言うにふさわしい年でありました。そし
て今、ハードとソフトが融合して、新たな旅立ちの一歩が踏み出されようとしている予感
がします。

　この「年報」は、最新の「病院概要」並びに導入から３年目を迎えることになったドク
ターカーの実績を盛り込んだ「医療実績」、そして各職員が知識の習得と技術の向上を目
指して、研鑽を積んできた結果を学会発表や論文発表として形に表した「研究業績」の３
部構成から成り立っています。当院の医療人達が実践してきた「理路整然とした科学」の
１ページを垣間見て頂けたら幸いです。
　

　  医療とは、理路整然とした科学と、心溢れる情熱の融合である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年７月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第８代院長　寺尾公成

　　　　　　　　　　　　　　　　【歴代院長】

　　初代　舩渡 　護    昭和２４年　１月　－　昭和５９年１２月　　内科
　　２代　永田 髙見    昭和５９年１２月　－　平成　９年　３月　　整形外科
　　３代  本田 正之    平成　９年　４月　－　平成１５年　３月　　産婦人科
　　４代  小川 道雄    平成１５年　４月　－　平成１７年　３月　　外科
    ５代  中原 　荘    平成１７年　４月　－　平成１９年　３月　　脳神経外科
　　６代  楠元 志都生  平成１９年　７月　－　平成２６年　３月　　放射線科
　　７代  栁邊 安秀    平成２６年　４月　－　平成３１年　３月　　小児科
　　８代  寺尾 公成    平成３１年（令和元年）４月　－　現在　　　産婦人科
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１. 良質な医療を平等に受ける権利

２. 知る権利

３. 自己決定権

４. 尊厳性への権利

５. プライバシー保護の権利

６. 責務

理　　念

患者さん本位の良質で安全な医療の提供

基本方針

　県立延岡病院は、病院の理念に則り、医療の中心は患者さんのためにある
ことを深く認識し、一人一人の患者さんに次のような権利と責務があること
を宣言します。

患者さんの権利を尊重し、理解と納得に基づく安全で信頼される医療を
行い、患者さんの立場に立った医療の提供に努めます。
高度で先進的な医療に取り組み、地域の中核病院として質の高い医療の
提供に努めます。
二次・三次救急医療に取り組み、公立病院として地域住民が安心できる
医療の確保に努めます。
地域の医療機関との連携と地域社会に密着した保健医療活動を進め、開
かれた病院として地域の保健・医療の向上に努めます。
医療従事者として常に知識・技術を高め、質の高い医療の提供に努めま
す。

患者憲章

(１)

(２)

　社会的地位、人種、信条等を問わず、安全に配慮した良質な医療を平
等に受ける権利があります。

　病気、検査、治療、予後等について、理解しやすい言葉などで納得で
きるまで、十分な説明を受ける権利があります。

　医療を受ける際、十分な説明を受けた上で受けるかどうかを自分で決
定する権利があります。

　どのような時でも人格を尊重され、尊厳をもって医療を受けることが
できます。

　病院関係者が知り得た全ての個人情報について、保護を受ける権利が
あります。

以上の権利を守るため、医師及び医療従事者と力を合わせて医療に参
加・協力する責任があります。
院内の秩序と快適な療養環境を守るため、院内の諸規則を遵守する責
任があります。
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第１章　病 院 概 要





 １.病院事業の執行状況

 事業執行状況

 ア.患者の利用状況

 イ.収支の状況

 ウ.施設の整備状況

　当院は、県北地域における高度医療や救急医療を提供する中核病院として、
また、地域完結型医療の提供を目指す地域医療支援病院として、さらには地域
災害拠点病院として、その役割を果たすことが求められており、質の高い医療
の提供とそれを支えるスタッフの確保・充実を図るとともに、住民が安心でき
る医療提供体制の整備等、地域の医療機関との連携強化等に努めているところ
である。
　経営面においては、より高い収益を確保するため、重症患者を中心に受け入
れる急性期病院に認められる急性期一般入院料１（旧７：１入院基本料）や特
定集中治療室管理料（ＩＣＵ）等の施設基準を維持するとともに、診断群分類
別包括評価制度（ＤＰＣ制度）を導入した病院に与えられる医療機関別係数の
上昇に取り組むほか、ＤＰＣデータ分析による効率的診療の追求や請求内容の
改善等を図っている。一方、事業費については、後発医薬品（ジェネリック）
の採用促進や診療材料の共同購入品への切り替えなど積極的な経費節減に取り
組んでいる。
　こうした中、令和４年度の病院事業収益は、新型コロナウイルス感染症の第
７・８波の影響により一部の診療科を除き入院・外来の延患者数が減少した
が、入院収益は、新型コロナウイルス感染症の入院患者が増加したこともあり
128,435千円増加し、外来収益は、多発性骨髄腫や悪性リンパ腫等の高額な投
薬を伴う診療に伴う収益が減少したこと等から138,162千円減少し、また、新
型コロナウイルス患者等入院病床確保支援事業（いわゆる空床確保料）に伴う
一般会計負担金が123,379千円減少したこと等により、総額では13,456,601千
円となり、令和３年度に比べ157,014千円の減少となった。
　病院事業費用は、職員増等に伴い給与費が177,605千円の増、薬品費等の材
料費が35,483千円の増、経費が委託費や光熱水費の増等により193,637千円の
増となるなど、総額では12,820,915千円となり、令和３年度に比べ414,802千
円の増加となった。
　この結果、令和４年度の損益は635,686千円の純利益となり、前年度と比較
すると571,816千円の減となった。

　患者数は、延入院患者数101,387人（１日平均278人）、延外来患者数99,903
人（１日平均411人）で、前年度に比べ、入院については358人（１日平均１人
）の減、外来については836人（１日平均3人）の減となった。

　収支（損益）は、総収益13,456,600,653円、総費用12,820,914,691円とな
り、差引635,685,962円の当年度純利益を計上した。

　施設の整備については、リハビリテーションセンター改修工事やエレベータ
改修工事等を行った。医療器械では、心臓超音波診断装置や経食道超音波診断

装置等の更新を行った。
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 ２.主な沿革

昭和23年９月
昭和24年12月

昭和25年２月
　　　　５月
昭和31年６月
昭和44年４月
昭和54年３月
平成９年11月
平成10年４月

平成10年７月
心療内科を増設

平成12年３月
平成14年５月
平成17年１月
　　　　４月
平成18年５月
　　　　11月
　　　　12月
平成20年１月
　　　　４月

平成22年４月
平成24年３月
平成25年２月
　　　　３月
平成27年４月
平成28年７月
平成31年３月

令和２年４月
令和３年４月

令和５年２月
令和５年４月

 ３.現　況　（令和５年４月１日現在）

所 在 地
開設年月日
病 床 数

施設の規模

標榜診療科

診 療 報 酬

平成11年４月

循環器科を増設

救命救急科を設置

地域医療支援病院の承認を受けた

延岡市浄満町にあった日本医療団延岡病院を買収して開院
済生会延岡病院及び旧延岡保健所の両施設を利用して現在地に移転、診
療科２科（内科、外科）病床数42床（一般）

許可病床数を460床（一般420床、伝染40床）に変更
心臓血管外科、精神科を増設
リハビリテーション科を増設
救命救急センターに指定された
全面改築工事竣工

感染症新法施行に伴い伝染病床40床を廃止し、病床数を460床（一般456
床、感染４床）に変更

全ての診療科で院外処方せんの発行を開始

財団法人日本医療機能評価機構から病院機能評価の認定を受けた

電子カルテシステムが稼働

産婦人科を増設

医療管理部に地域医療科を設置

耳鼻咽喉科、眼科を増設
小児科、整形外科、皮膚泌尿器科、歯科を増設
脳神経外科を増設

屋上ヘリポートを備えた救命救急センターが竣工

診療科23科（呼吸器外科新設）となる

一般病棟７対１入院基本料を取得
敷地内禁煙の開始
ＤＰＣ対象病院となり、ＤＰＣ請求を開始
地域周産期母子医療センターに認定された

病児等保育施設が完成（４月保育開始）
新電子カルテシステムが稼働

臨床工学科及び病理診断科を設置

入院支援センター及び感染管理科を設置

臨床研修センターを設置

心臓カテーテル室２室、ハイブリッド手術室１室（未整備）を備えた心
臓脳血管センターが竣工

　〒882－0835　宮崎県延岡市新小路２－１－10
　昭和23年９月１日

急性期一般入院基本料１
総合入院体制加算３
特定集中治療室管理料３（ＩＣＵ）
新生児特定集中治療室管理料２（ＮＩＣＵ）
医師事務作業補助体制加算２（20対１）
地域医療体制確保加算　等

　一般406床　感染４床　合計410床

内科、心療内科、精神科、脳神経内科、循環器内科、小児科、外科、
呼吸器外科、整形外科、脳神経外科、心臓血管外科、皮膚科、泌尿器
科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線
科、歯科口腔外科、麻酔科、救命救急科、臨床検査科、病理診断科
（計23診療科　心療内科、精神科、脳神経内科、眼科は休診中）

　土　地 …31,245.07 ㎡
　建　物 …35,234.81 ㎡
　駐車場 … 外来用：348台　職員用：293台

許可病床数を410床（一般406床、感染4床）に変更

ドクターカー（病院の高規格救急車）の運行開始

患者支援センター（医療連携、入退院支援、相談）を設置
集中治療センター・集中治療科を設置
医療管理部に診療情報管理科及び臨床支援科を設置

リハビリテーションセンターの移設
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 ４.病院組織機構図　（令和５年５月１日現在）

中央滅菌室

外来
病棟

看 護 部 手術室
人工透析室

救命救急センター 救命救急科

集中治療センター 集中治療科

薬 剤 部

副院長（業務） リハビリテーション科
放射線科

副院長（業務）
歯科口腔外科

感染管理科

院

長

皮膚科
泌尿器科

診 療 部
産婦人科・周産期科

副院長（総括）
耳鼻咽喉科

脳神経外科
呼吸器外科
心臓血管外科

医療管理部 地域医療科

整形外科

内科
循環器内科
小児科
外科

事務局長

臨床支援科

事 務 部

患者支援センター

臨床研修センター

庶務担当
総 務 課

整備担当

診療情報管理科

医療安全管理科

経営企画担当

財務担当

医事・経営
企画課

医事担当

麻酔科
臨床検査科
病理診断科
栄養管理科
臨床工学科
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５.委員会等組織機構図　（令和５年５月１日現在）

連
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会
議

全体科長会議

審
議
委
員
会

倫理審査委員会

薬事委員会
診療材料委員会

安全衛生委員会
法
定
委
員
会

防火・防災対策委員会 災害訓練等検討委員会
放射線安全委員会
医療ガス安全管理委員会

（

意
思
決
定
機
関
）

管
理
運
営
会
議

輸血療法委員会
省エネルギー推進委員会

リスクマネージャー委員会

Ｍ＆Ｍ委員会

透析機器安全管理対策委員会

ＩＣＴ

がん診療総合検討委員会
化学療法運営委員会
緩和ケア診療検討委員会

ＡＳＴ
環境ラウンド
ＳＳＩ

診療情報管理委員会
臨床支援委員会
クリニカルパス委員会
教育・研修・図書委員会
広報委員会

ＨＣＵ運営委員会
周産期センター運営委員会
心臓脳血管センター運営委員会
臨床検査委員会
放射線業務運営委員会

医業未収金対策委員会
医療サービス向上委員会

医師の働き方改革推進委員会

緊急コール委員会
医療安全管理対策委員会

地域医療支援委員会
患者支援センター運営委員会

院内感染対策委員会

呼吸管理委員会

認知症ケア・ＤＥＬＴＡ委員会
病院機能評価委員会
卒後臨床研修管理委員会

ＲＳＴ

病院機能評価対応
プロジェクト委員会

医師の働き方改革
強化委員会

歯科臨床研修管理委員会
医療器械等機種選定委員会

薬剤業務運営委員会
リハビリテーション運営委員会
臨床工学運営委員会
栄養管理委員会
褥瘡対策委員会

ＮＳＴ

手術室運営委員会専
門
委
員
会

集中治療センター運営委員会
救命救急センター運営委員会
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 ６.職員数調

区　　分 令和５年度 令和４年度 令和３年度 増 減 数
（R5・R4比較)

医 師 66 59 61 7

歯 科 医 師 3 3 3 0

薬 剤 師 19 17 18 2

診 療 放 射 線 技 師 17 17 16 0

臨 床 検 査 技 師 21 21 21 0

管 理 栄 養 士 6 6 6 0

臨 床 工 学 技 士 13 11 10 2

理 学 療 法 士 10 9 9 1

作 業 療 法 士 5 4 4 1

言 語 聴 覚 士 3 3 3 0

看 護 師 391 385 375 6

精 神 保 健 福 祉 士 1 0 0 1

事 務 員 11 11 11 0

合 計 566 546 537 20

会 計 年 度 任 用 職 員 222 210 191 12

臨 床 研 修 医 25 24 24 1

※　各年度５月１日時点（臨床研修医は年間の実人数）
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第２章　医 療 実 績





 １.入院・外来患者数

365日 365日 243日 242日

延数 30,147 30,512 -365 98.8% 20,747 21,337 -590 97.2%

１日平均 82.6 83.6 -1.0 98.8% 85.4 88.2 -2.8 96.8%

延数 0 0 0 - 123 159 -36 77.4%

１日平均 0.0 0.0 0.0 - 0.5 0.7 -0.2 77.0%

延数 0 0 0 - 0 2 -2 0.0%

１日平均 0.0 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 0.0%

延数 8,981 9,970 -989 90.1% 9,903 10,892 -989 90.9%

１日平均 24.6 27.3 -2.7 90.1% 40.8 45.0 -4.3 90.5%

延数 1,612 1,508 104 106.9% 5,150 5,000 150 103.0%

１日平均 4.4 4.1 0.3 106.9% 21.2 20.7 0.5 102.6%

延数 10,098 8,737 1,361 115.6% 10,613 9,953 660 106.6%

１日平均 27.7 23.9 3.7 115.6% 43.7 41.1 2.5 106.2%

延数 3,344 2,807 537 119.1% 3,555 3,575 -20 99.4%

１日平均 9.2 7.7 1.5 119.1% 14.6 14.8 -0.1 99.0%

延数 17,508 16,605 903 105.4% 8,181 8,693 -512 94.1%

１日平均 48.0 45.5 2.5 105.4% 33.7 35.9 -2.3 93.7%

延数 6,882 8,300 -1,418 82.9% 3,553 3,658 -105 97.1%

１日平均 18.9 22.7 -3.9 82.9% 14.6 15.1 -0.5 96.7%

延数 2,030 1,793 237 113.2% 1,738 1,871 -133 92.9%

１日平均 5.6 4.9 0.6 113.2% 7.2 7.7 -0.6 92.5%

延数 312 0 312 - 5,352 4,060 1,292 131.8%

１日平均 0.9 0.0 0.9 - 22.0 16.8 5.2 131.3%

延数 2,906 2,379 527 122.2% 5,698 5,141 557 110.8%

１日平均 8.0 6.5 1.4 122.2% 23.4 21.2 2.2 110.4%

延数 11,096 12,109 -1,013 91.6% 7,072 6,867 205 103.0%

１日平均 30.4 33.2 -2.8 91.6% 29.1 28.4 0.7 102.6%

延数 0 0 0 - 36 65 -29 55.4%

１日平均 0.0 0.0 0.0 - 0.1 0.3 -0.1 55.2%

延数 654 898 -244 72.8% 3,586 3,489 97 102.8%

１日平均 1.8 2.5 -0.7 72.8% 14.8 14.4 0.3 102.4%

延数 0 0 0 - 4,781 3,897 884 122.7%

１日平均 0.0 0.0 0.0 - 19.7 16.1 3.6 122.2%

延数 2,348 2,132 216 110.1% 8,202 9,953 -1,751 82.4%

１日平均 6.4 5.8 0.6 110.1% 33.8 41.1 -7.4 82.1%

延数 0 0 0 - 0 9 -9 0.0%

１日平均 0.0 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 0.0%

延数 3,469 3,995 -526 86.8% 1,613 2,118 -505 76.2%

１日平均 9.5 10.9 -1.4 86.8% 6.6 8.8 -2.1 75.8%

延数 101,387 101,745 -358 99.6% 99,903 100,739 -836 99.2%

１日平均 277.8 278.8 -1.0 99.6% 411.1 416.3 -5.2 98.8%

麻酔科

区　　分
増減数

（ａ－ｂ）
増減率

（ａ／ｂ）

対前年度比較

入  院 外  来

令和３年度
（ｂ）

令和４年度
（ａ）

令和３年度
（Ｂ）

令和４年度
（Ａ）

皮膚科

泌尿器科

内科

心療内科
・精神科

脳神経
内科

循環器
内科

小児科

外科

※　各年度（４月１日～３月31日）の患者数を集計。
※　一日平均患者数は小数点第２位を四捨五入。

（単位：人）

計

増減数
（Ａ－Ｂ）

増減率
（Ａ／Ｂ）

対前年度比較

産婦人科
・周産期科

眼科

耳鼻咽喉科

放射線科

歯科
口腔外科

救命救急科

呼吸器
外科

整形外科

脳神経
外科

心臓血管
外科
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 ２.救急患者受入状況

増減数
（Ａ－Ｂ）

増減率
（Ａ／Ｂ）

入院 9 10 -1 90.0%

外来 1 0 1 -

入院 23 20 3 115.0%

外来 4 4 0 100.0%

入院 32 30 2 106.7%

外来 5 4 1 125.0%

入院 528 603 -75 87.6%

外来 58 58 0 100.0%

入院 312 370 -58 84.3%

外来 161 210 -49 76.7%

入院 840 973 -133 86.3%

外来 219 268 -49 81.7%

入院 202 217 -15 93.1%

外来 95 81 14 117.3%

入院 1,074 1,220 -146 88.0%

外来 319 353 -34 90.4%

入院 6 4 2 150.0%

外来 0 1 -1 0.0%

入院 532 495 37 107.5%

外来 56 73 -17 76.7%

入院 193 185 8 104.3%

外来 102 130 -28 78.5%

入院 731 684 47 106.9%

外来 158 204 -46 77.5%

入院 15 11 4 136.4%

外来 6 6 0 100.0%

入院 1,082 1,048 34 103.2%

外来 663 799 -136 83.0%

入院 528 526 2 100.4%

外来 746 973 -227 76.7%

入院 1,625 1,585 40 102.5%

外来 1,415 1,778 -363 79.6%

入院 2,356 2,269 87 103.8%

外来 1,573 1,982 -409 79.4%

入院 3,430 3,489 -59 98.3%

外来 1,892 2,335 -443 81.0%

計 5,322 5,824 -502 91.4%

（単位：件）

区　　分
令和４年度
（Ａ）

令和３年度
（Ｂ）

対前年度比較

平

日

・

時

間

内

救 急 車

総 計

※　各年度（４月１日～３月31日）の救急患者数を集計。
※　休日は土日祝日の8:30～翌8:29、夜間は平日の17:00～翌8:29、平日・時間内は平日の8:30～16:59
　　として集計。

ヘリ

救急車

そ の 他

転 搬

直 搬

計

転 搬

合 計

休

日

・

夜

間

初期救急
医療施設
より転送

ヘ リ

そ の 他

計

直 搬

計

ヘ リ

そ の 他

救 急 車

合 計

計

紹介無し
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増減数
（Ａ－Ｂ）

増減率
（Ａ／Ｂ）

出動件数 163 240 -77 67.9%

重症患者人数 67 73 -6 91.8%

ドッキングポイント
利用件数

35 30 5 116.7%

出動件数 29 29 0 100.0%

重症患者人数 16 9 7 177.8%

ドッキングポイント
利用件数

17 14 3 121.4%

出動件数 20 22 -2 90.9%

重症患者人数 3 10 -7 30.0%

ドッキングポイント
利用件数

9 8 1 112.5%

出動件数 7 7 0 100.0%

重症患者人数 1 3 -2 33.3%

ドッキングポイント
利用件数

4 2 2 200.0%

出動件数 1 3 -2 33.3%

重症患者人数 1 2 -1 50.0%

ドッキングポイント
利用件数

1 3 -2 33.3%

出動件数 1 0 1 -

重症患者人数 1 0 1 -

ドッキングポイント
利用件数

1 0 1 -

出動件数 221 301 -80 73.4%

重症患者人数 89 97 -8 91.8%

ドッキングポイント
利用件数

67 57 10 117.5%

※　令和４年度は年度全体（４月１日～３月31日）の救急患者数を集計。

　　令和３年度は運行開始以降（４月19日～３月31日）の救急患者数を集計。

椎葉村

要
請
元

合計

延岡市
消防本部

日向市
消防本部

西臼杵
広域行政
事務組合
消防本部

美郷町

諸塚村

 ３.ドクターカー運行状況
（単位：件、人）

区　　分
令和４年度

（Ａ）
令和３年度

（Ｂ）

対前年度比較
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 ４.手術件数

増減率

（Ａ／Ｂ）
増減率

（Ａ／Ｂ）

5,000点未満 79 77 102.6% 5,000点未満 97 37 262.2%

5,000～19,999点 198 262 75.6% 5,000～19,999点 18 8 225.0%

20,000点以上 9 17 52.9% 20,000点以上 1 0 -

計 286 356 80.3% 計 116 45 257.8%

5,000点未満 0 0 - 5,000点未満 275 177 155.4%

5,000～19,999点 0 0 - 5,000～19,999点 91 97 93.8%

20,000点以上 0 0 - 20,000点以上 114 78 146.2%

計 0 0 - 計 480 352 136.4%

5,000点未満 0 0 - 5,000点未満 119 125 95.2%

5,000～19,999点 0 0 - 5,000～19,999点 114 117 97.4%

20,000点以上 0 0 - 20,000点以上 306 269 113.8%

計 0 0 - 計 539 511 105.5%

5,000点未満 175 169 103.6% 5,000点未満 0 0 -

5,000～19,999点 149 159 93.7% 5,000～19,999点 0 0 -

20,000点以上 411 447 91.9% 20,000点以上 0 0 -

計 735 775 94.8% 計 0 0 -

5,000点未満 4 0 - 5,000点未満 101 99 102.0%

5,000～19,999点 0 4 0.0% 5,000～19,999点 8 4 200.0%

20,000点以上 0 0 - 20,000点以上 4 20 20.0%

計 4 4 100.0% 計 113 123 91.9%

5,000点未満 83 79 105.1% 5,000点未満 0 0 -

5,000～19,999点 400 403 99.3% 5,000～19,999点 0 0 -

20,000点以上 331 265 124.9% 20,000点以上 0 0 -

計 814 747 109.0% 計 0 0 -

5,000点未満 19 18 105.6% 5,000点未満 1,295 1,473 87.9%

5,000～19,999点 23 11 209.1% 5,000～19,999点 22 29 75.9%

20,000点以上 139 128 108.6% 20,000点以上 5 6 83.3%

計 181 157 115.3% 計 1,322 1,508 87.7%

5,000点未満 194 211 91.9% 5,000点未満 142 209 67.9%

5,000～19,999点 531 539 98.5% 5,000～19,999点 14 15 93.3%

20,000点以上 265 289 91.7% 20,000点以上 6 12 50.0%

計 990 1,039 95.3% 計 162 236 68.6%

5,000点未満 48 50 96.0% 5,000点未満 2,664 2,745 97.0%

5,000～19,999点 53 75 70.7% 5,000～19,999点 1,625 1,734 93.7%

20,000点以上 67 105 63.8% 20,000点以上 1,773 1,767 100.3%

計 168 230 73.0% 計 6,062 6,246 97.1%

5,000点未満 33 21 157.1%

5,000～19,999点 4 11 36.4%

20,000点以上 115 131 87.8%

計 152 163 93.3%

対前年度

（単位：件）

救命救急科

計

区　　分
令和４年度

（Ａ）
令和３年度

（Ｂ）

※　各年度（４月１日～３月31日）の保険点数上、手術として取扱った件数を集計。

区　　分

皮膚科

泌尿器科

産婦人科
・周産期科

眼科

耳鼻咽喉科

放射線科

歯科
口腔外科

呼吸器
外科

整形外科

脳神経
外科

心臓血管
外科

内科

心療内科
・精神科

脳神経
内科

対前年度

循環器
内科

小児科

外科

令和４年度

（Ａ）
令和３年度

（Ｂ）
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 ５.周産期件数

増減数
（Ａ－Ｂ）

増減率
（Ａ／Ｂ）

132 155 -23 85.2%

128 117 11 109.4%

260 272 -12 95.6%

123 164 -41 75.0%

 ６.透析件数

増減数
（Ａ－Ｂ）

増減率
（Ａ／Ｂ）

実患者数 176 163 13 108.0%

延透析回数 1,472 1,431 41 102.9%

 ７.剖検件数・臨床検査件数（委託・受託検査を除く）
（単位：件）

増減数
（Ａ－Ｂ）

増減率
（Ａ／Ｂ）

11 13 -2 84.6%

24,051 23,062 989 104.3%

171,745 171,963 -218 99.9%

22,113 21,397 716 103.3%

23,501 23,444 57 100.2%

1,031,489 1,011,904 19,585 101.9%

13,835 14,516 -681 95.3%

19,197 19,854 -657 96.7%

21,427 13,376 8,051 160.2%

1,327,369 1,299,529 27,840 102.1%

生 理 検 査

※　各年度（４月１日～３月31日）の件数を集計。

令和３年度
（Ｂ）

対前年度比較

臨

床

検

査

令和４年度
（Ａ）

一 般 検 査

区　　分

剖 検 件 数

合 計

コ ロ ナ に 関 す る 検 査
（ Ｐ Ｃ Ｒ 検 査 ）

病 理 ・ 細 胞 診 検 査

生 化 学 検 査

輸 血 検 査

微 生 物 検 査

血 液 検 査

経膣分娩

帝王切開

合計

周産期センター入院数

※　各年度（４月１日～３月31日）で集計。

※　各年度（４月１日～３月31日）の透析患者数、件数を集計
※　透析台数は令和５年３月31日現在。

（単位：人、件）

令和４年度
（Ａ）

令和３年度
（Ｂ）

区　　分

人工透析
（透析台数：10台）

（単位：人）

区　　分
令和４年度

（Ａ）
令和３年度

（Ｂ）

対前年度比較

対前年度比較
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 ８.放射線件数

増減数
（Ａ－Ｂ）

増減率
（Ａ／Ｂ）

延患者数 45,221 43,908 1,313 103.0%

延 件 数 58,917 57,383 1,534 102.7%

延患者数 629 683 -54 92.1%

延 件 数 2,711 2,868 -157 94.5%

延患者数 880 1,077 -197 81.7%

延 件 数 20,143 24,171 -4,028 83.3%

延患者数 12,723 12,493 230 101.8%

延 件 数 30,441 32,203 -1,762 94.5%

延患者数 678 769 -91 88.2%

延 件 数 4,336 5,002 -666 86.7%

延患者数 2,965 2,911 54 101.9%

延 件 数 24,076 24,682 -606 97.5%

延患者数 6,515 4,987 1,528 130.6%

延 件 数 16,589 12,822 3,767 129.4%

延患者数 254 217 37 117.1%

延 件 数 254 217 37 117.1%

延患者数 5,667 5,544 123 102.2%

延 件 数 5,667 5,544 123 102.2%

延患者数 75,532 72,589 2,943 104.1%

延 件 数 163,134 164,892 -1,758 98.9%

その他

合　計

※　各年度（４月１日～３月31日）の患者数、件数を集計。
※　件数については、直接撮影は曝射回数を、特殊撮影は撮影方向数を計上。
※　その他については、骨塩定量、医用画像の提供等上記のいずれにも属さないものを計上した。

特 殊 撮 影

血管造影

Ｃ　Ｔ

Ｒ　Ｉ

ＭＲＩ

放 射 線 治 療

リニアック

その他

直 接 撮 影

単　純

造　影

（単位：人、件）

区　　分
令和４年度

（Ａ）
令和３年度

（Ｂ）

対前年度比較
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 ９.薬剤関係件数

増減数
（Ａ－Ｂ）

増減率
（Ａ／Ｂ）

87,372 89,046 -1,674 98.1%

3,576 4,036 -460 88.6%

90,948 93,082 -2,134 97.7%

8,008 7,932 76 101.0%

506 621 -115 81.5%

8,514 8,553 -39 99.5%

10,016 9,986 30 100.3%

1,231 1,424 -193 86.4%

11,247 11,410 -163 98.6%

105,396 106,964 -1,568 98.5%

5,313 6,081 -768 87.4%

110,709 113,045 -2,336 97.9%

48,823 50,387 -1,564 96.9%

1,386 1,618 -232 85.7%

50,209 52,005 -1,796 96.5%

32,599 30,840 1,759 105.7%

70,563 69,834 729 101.0%

21,002 20,379 623 103.1%

調製件数 107 270 -163 39.6%

調剤件数 187 323 -136 57.9%

調製件数 3,129 2,345 784 133.4%

調剤件数 4,690 3,704 986 126.6%

調製件数 3,957 3,852 105 102.7%

調剤件数 5,944 5,683 261 104.6%

81,358 82,835 -1,477 98.2%

153 442 -289 34.6%

209 256 -47 81.6%

3,259 3,820 -561 85.3%

4,269 4,857 -588 87.9%

4,257 4,842 -585 87.9%

705 1,096 -391 64.3%

123 50 73 246.0%

324 334 -10 97.0%

5,912 5,880 32 100.5%

令和４年度
（Ａ）

令和３年度
（Ｂ）

対前年度比較

調

剤

数

調

剤

件

数

内用

入 院

外 来

計

外用

計

入 院

外 来

計

頓服

入 院

外 来

計

入 院

外 来

計

経中心静脈栄養

入院患者抗がん剤

外来患者抗がん剤

特 定 薬 剤 治 療 管 理 指 導 料 ２ 算 定 件 数

処方せん枚数
（枚）

入 院

外 来

計

入院注射せんによる交付（枚）
注射交付件数

外来注射せんによる交付（枚）

（単位：件）

区　　分

※　各年度（４月１日～３月31日）の件数を集計。

持 参 薬 鑑 別 件 数

伝 票 に よ る 薬 剤 交 付 件 数

製 剤 延 件 数

薬 物 血 中 濃 度 解 析 （ Ｔ Ｄ Ｍ ） 件 数

服

薬

指

導

指 導 患 者 数

指 導 件 数

薬 剤 管 理 指 導 件 数

退院時薬剤情報管理指導件数

が ん 患 者 指 導 管 理 件 数

院 外 処 方 せ ん 発 行 枚 数 （ 枚 ）

注

射

関

係

無菌調製件数
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 10.リハビリテーション件数

増減数
（Ａ－Ｂ）

増減率
（Ａ／Ｂ）

理学療法 14,144 12,940 1,204 109.3%

作業療法 3,074 3,250 -176 94.6%

言語療法 0 0 0 -

理学療法 4,350 5,997 -1,647 72.5%

作業療法 3,974 5,392 -1,418 73.7%

言語療法 3,955 4,779 -824 82.8%

理学療法 2,554 1,724 830 148.1%

作業療法 953 410 543 232.4%

言語療法 1,225 759 466 161.4%

理学療法 4,648 5,945 -1,297 78.2%

作業療法 1,787 2,117 -330 84.4%

言語療法 0 0 0 -

理学療法 4,124 3,503 621 117.7%

作業療法 3,117 2,180 937 143.0%

言語療法 486 380 106 127.9%

理学療法 3,192 3,777 -585 84.5%

作業療法 1,552 1,762 -210 88.1%

言語療法 1,136 402 734 282.6%

理学療法 0 0 0 -

作業療法 0 0 0 -

言語療法 170 1,961 -1,791 8.7%

理学療法 16,756 18,504 -1,748 90.6%

作業療法 6,531 7,744 -1,213 84.3%

言語療法 4,025 3,705 320 108.6%

理学療法 25,487 26,611 -1,124 95.8%

作業療法 9,860 11,128 -1,268 88.6%

言語療法 5,813 5,258 555 110.6%

理学療法 1,745 1,897 -152 92.0%

作業療法 642 582 60 110.3%

言語療法 144 105 39 137.1%

理学療法 947 938 9 101.0%

作業療法 275 230 45 119.6%

言語療法 14 20 -6 70.0%

理学療法 77,947 81,836 -3,889 95.2%

作業療法 31,765 34,795 -3,030 91.3%

言語療法 16,968 17,369 -401 97.7%

※　各年度（４月１日～３月31日）の保険点数上、リハビリテーション料として取扱った件数を集計。

合　　　　　　計

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

運動器

脳血管疾患等

呼吸器

心大血管疾患

がん患者

廃用症候群

摂食機能療法

初期加算

早期加算

総合評価

医学管理 退院時指導

（単位：件）

区　　分
令和４年度

（Ａ）
令和３年度

（Ｂ）

対前年度比較
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 11.臨床工学関連件数

増減数
（Ａ－Ｂ）

増減率
（Ａ／Ｂ）

9,131 7,304 1,827 125.0%

661 571 90 115.8%

784 705 79 111.2%

342 279 63 122.6%

28 32 -4 87.5%

39 46 -7 84.8%

8 10 -2 80.0%

55 50 5 110.0%

3,891 3,405 486 114.3%

65 48 17 135.4%

2 3 -1 66.7%

149 144 5 103.5%

883 769

急患=280
PCI =357

急患=299
PCI =388

16 43 -27 37.2%

32 40 -8 80.0%

12 14 -2 85.7%

11 1 10 1100.0%

133 134 -1 99.3%

45 73 -28 61.6%

1,405 1,431 -26 98.2%

67 48 19 139.6%

0 32 -32 0.0%

12 12 0 100.0%

16 9 7 177.8%

8 10 -2 80.0%

2 5 -3 40.0%

4,268 4,089 179 104.4%

21 12 9 175.0%

41 24 17 170.8%

1,634 1,326 308 123.2%

2,725 2,310 415 118.0%

207 206 1 100.5%

0 0 0 -

13 18 -5 72.2%

26,706 23,203 3,503 115.1%

※　各年度（４月１日～３月31日）で集計。

令和４年度
（Ａ）

心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
部
門

アブレーション

SAS
関連

勉強会

SAS関連
(スクリーニング/簡易検査/PSG)

勉強会

遠隔モニタリング

外来定期検査

急性血液浄化業務(CHDF PMX)

アフェレーシス業務

日常点検

検査/手術等に伴う設定変更

保
守
点
検
部
門

手
術
部
門

画像診断装置操作

対前年度比較

（単位：件）

114 114.8%

内視鏡カメラ
セッティング・記録支援

修理対応

機器日常点検

手術室内機器保守管理

脳神経外科手術支援(MEP/SEP)

人工心肺業務

呼吸器使用中点検

修理対応

定期点検

日常・返却時点検

区分
令和３年度

（Ｂ）

透析装置機器管理保守

出張透析

合計

透析室業務

血
液
浄
化
部
門

ペ
ー

ス

メ
ー

カ
ー

関
連

RO装置消毒

カプラ消毒

ステントグラフト内挿術

ペースメーカーリード抜去

補助循環(インペラ)

BCM

エンドトキシン測定
(水質チェック)

検査・治療補助

ペースメーカー植え込み

補助循業務(PCPS)

補助循業務(IABP)
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 12.患者食数

365日 365日

延給食数 65,842 69,906 -4,064 94.2%

１食平均 60.1 63.8 -3.7 94.2%

延給食数 27,494 23,990 3,504 114.6%

１食平均 25.1 21.9 3.2 114.6%

延給食数 31,590 33,797 -2,207 93.5%

１食平均 28.8 30.9 -2.0 93.5%

延給食数 80,448 77,650 2,798 103.6%

１食平均 73.5 70.9 2.6 103.6%

延給食数 35,721 36,330 -609 98.3%

１食平均 32.6 33.2 -0.6 98.3%

延給食数 241,095 241,673 -578 99.8%

１食平均 220.2 220.7 -0.5 99.8%

※　各年度（４月１日～３月31日）で集計。

 13.患者支援センター関連件数

増減数
（Ａ－Ｂ）

増減率
（Ａ／Ｂ）

6,178 7,612 -1,434 81.2%

5,181 5,315 -134 97.5%

2,643 2,274 369 116.2%

1,443 1,281 162 112.6%

900 664 236 135.5%

4,127 3,564 563 115.8%

437 334 103 130.8%

8 21 -13 38.1%

※　各年度（４月１日～３月31日）で集計。

退院時共同指導料算定件数

（単位：件）

区分
令和４年度

（Ａ）
令和３年度

（Ｂ）

対前年度比較

相談件数

外来診療　FAX予約件数

前方支援患者数

転院調整患者数

業務

支援数

加算

入院支援加算１算定件数

入退院支援加算１算定件数

介護連携指導料算定件数

（単位：食）

区　　分
令和４年度

（Ａ）
令和３年度

（Ｂ）

対前年度比較

増減数
（Ａ－Ｂ）

増減率
（Ａ／Ｂ）

合計

特
別
食

加算あり

加算なし

常食

軟食

流動食
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第３章　研 究 業 績





内   科 
 

学会発表 

○ 腸重積を来たし緊急手術に至った空腸 GIST の 1 例 

  平田智也、山本正次郎、内田圭祐、吉田直樹、堀口みなみ、畑田紘志、小川宗一郎、

市成直樹、中村佳菜子、鈴木翔、坂口舞、安倍弘生、三池忠、大田勇輔、中村恵理

子、盛口清香、田代耕盛、武野慎祐、七島篤志、河上洋 

  第 119 回日本消化器病学会九州支部例会 2022.6.24-25 佐賀市 

 

○ 当院における新規移植非適応多発性骨髄腫に対するダラツムマブの有効性 

外山 孝典 

第 47 回日本骨髄腫学会学術集会 2022.5.20-22 

 

○ チラブルチニブ導入後，一過性にリンパ球増加を認めた原発性マクログロブリン血症

の 1 例 

外山 孝典 

第 337 回 日本内科学会九州地方会 2022.5.28 

 

○ 当院における P-BR 療法のまとめ 

外山 孝典 

第 62 回日本リンパ網内系学会学術集会 2022.6.23-25 

 

○ ロミデプシンが有効であった甲状腺原発末梢性 T 細胞性リンパ腫，詳細不明型(PTCL-

NOS) 

外山 孝典 

第 338 回 日本内科学会九州地方会 2022.8.27 

 

○ Venetoclax and azacytidine therapy to patients with AML in our hospital 

外山 孝典 

第 84 回日本血液学会学術集会 2022.10.14-16 

 

○ コロナワクチン接種後に急速に悪化した甲状腺原発悪性リンパ腫 

外山 孝典 

第 339 回 日本内科学会九州地方会 2022.11.27 

 

○ COVID-19 ワクチン接種後に急速に悪化したと思われる TAFRO 症候群 

外山 孝典 

第 13 回日本血液学会九州地方会 2023.3.11 
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講演会・研究会 

○ 潰瘍性大腸炎治療の実情について 

平田智也（パネリスト） 

大分×宮崎 IBD web セミナー 2022.6.17 （WEB 配信） 

 

○ 診断に苦慮した回腸炎の一例 臨床コメンテーター 

平田智也 

第 19 回 IBD Club Jr. Kyushu 2022.7.9 

 

○ 慢性リンパ性白血病 CLL に対する ibrutinib 療法の経験 

外山 孝典 

4 月 1 日 宮崎 CLL 治療セミナー2022 

 

○ 今，聞いてみたい初発多発性骨髄腫治療のリアル 

外山 孝典 

多発性骨髄腫よろず相談室 2022.4.26 

 

○ CLL 治療の変遷 

外山 孝典 

Abbivie CLL Web セミナー in Kyushu  2022.6.29 

 

○ 当院におけるダラツムマブ症例のまとめ 

外山 孝典 

第 16 回宮崎骨髄腫研究会 2022.7.9  

 

○ 当院におけるハイヤスタの使用経験 

外山 孝典 

北九州フォーラム 2022.8.23 

 

○ がん治療における腫瘍循環器学的マネージメント 

外山 孝典 

第 2 回県北腫瘍循環器講演会 2022.8.25 

 

○ PTCL におけるブレンツキシマブベドチンの位置づけ 

外山 孝典 

Hematology Web Seminar  2022.9.1 
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○ 当院におけるサークリサの使用経験 

外山 孝典 

Multiple Myeloma Seminar in MIYAZAKI  2022.9.10 

 

○ 初発高齢者骨髄腫に対する当院の取り組み 

外山 孝典 

MM ハイブリッド 2022.9.13 

 

○ 当院における IsaKD 療法の経験 

外山 孝典 

Hematology フロンティア 2022.9.22 

 

○ 基礎の観点から考える Carfilzomib regimen の Position  

外山 孝典 

Hematology フロンティア 2022.9.22 

 

○ Detection of minimal residual disease in multiple myeloma  

外山 孝典 

Future vision of multiple myeloma  2022.10.17 

 

○ 当院における IsaKd 療法のまとめ 

外山 孝典 

九州 MM 治療カンファレンス 2022.10.22 

 

○ 末梢性 T 細胞リンパ腫の新しい治療 

外山 孝典 

宮崎血液研究会 2022.10.28 

 

○ CLL の治療戦略 

外山 孝典 

Hematology Web Seminar 2022.11.11 

 

○ ホジキンリンパ腫の治療戦略と化学療法後の IVIG  

外山 孝典 

小児造血器腫瘍の移行期治療を考える会 in 宮崎 2022.11.22 

 

○ 当院におけるハイヤスタ錠の使用経験 

外山 孝典 

宮崎県ハイヤスタ錠発売 1 周年記念講演会 2022.11.25 

- 18 -



○ Unfit AML の治療戦略 -Ven + AZA の使用経験を交えて- 

  外山 孝典 

ベネクレクスタ CLL・AML Web セミナー in 九州 2022.11.30 

 

○ 貧血診療のピットフォール,IMiDs を用いた治療:百花繚乱の光景～腫瘍免疫の矛と盾

～ 

外山 孝典 

延岡医学会学術講演会 座長 2022.12.1  

 

○ 当院におけるベレキシブルの使用経験 

外山 孝典 

南九州 WM/LPL セミナー 2022.12.5 

 

○ 当院におけるロミプレートの使用経験 

外山 孝典 

宮崎血液学セミナー 2023.1.13 

 

○ 当院におけるハイヤスタの使用経験 

外山 孝典 

T cell lymphoma Web Seminar 2023.1.27 

 

○ Tirabrutinib 導入後に一過性リンパ球増加を認めた白血化原発性マクログロブリン血

症 

外山 孝典 

臨床血液 短報 Vol.64, No.1, 2023 

 

○ PTCL および ATLL の新しい治療薬について 

外山 孝典 

Lymphoma seminar in Miyazaki 2023.2.10 

 

○ 当院におけるハイヤスタの使用経験 

外山 孝典 

Oncology Web セミナー in 九州 2023.3.3 

 

○ irAE としての血液障害 

外山 孝典 

第 4 回 irAE 研究会 2023.3.17 
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循 環 器 内 科 
 

国際学会 

○ American Heart Association Scientific Sessions 2022, Nov 5-7, 2022, Chicago 
Soichi Komaki, Tatsuya Tokai, Ryota Kaichi, Masafumi Takae, Takayuki Mori, Reiko Toida, 

Kazumasa Kurogi, Nobuyasu Yamamoto, Kenichi Tsujita, Toshihiro Tsuruda, Koichi Kaikita 

Association Between Prehospital Nitroglycerin and Clinical Outcome in Acute Coronary 

Syndrome 

 

○ The 19th KSIC International Conference in Winter (2023/1/12-14, Seoul, Korea)  

<KSIC-CVIT Joint session; Advanced CHIP PCI: New devices and new technique> 

Kurogi K. 

CHIP PCI with Impella 

 

国内学会・研究会・シンポジウム・講演会 

○ 第 132 回日本循環器学会九州地方会 2022/6/25, WEB 開催 

<Case Report Award 3> 

東海 達也, 高潮 征爾，花谷 信介，辻田 賢一 

DRd 療法で加療した多発性骨髄腫由来の心病変を有する AL アミロイドーシスの 2 例とその

治療効果判定について 

 

○ 第 34 回日本心血管インターベンション治療学会（CVIT）九州沖縄地方会,2022/8/19-20,宮

崎) 

＜PCI Live3 ミニレクチャー＞ 

黒木 一公 

「OCT ガイド石灰化 PCI への心臓 CT の活用法」 

＜ビデオライブ 3＞ 

黒木 一公 

「IVUS guide Tip detection 法で治療した LAD CTO」 

＜ランチョンセミナー＞ 

黒木 一公 

「TRI で Speedy PCI！」 

＜シンポジウム; Stentless PCI＞ 

 黒木 一公 

「DCA による Stentless PCI」 
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＜一般演題＞ 

小牧 聡一、東海 達也、開地 亮太、高江 将史、森 隆之、戸井田 玲子、黒木 一公、 

山本 展誉 

Atherectomy Device を使い分けて治療を行った右冠動脈入口部の高度石灰化病変 

 

○ 第 26 回日本心不全学会学術集会,2022/10/21-23,奈良 

<ポスター2「症例報告(医師)」> 

東海 達也、高潮 征爾、花谷 信介、辻田 賢一 

DRd 療法で加療した多発性骨髄腫由来の心病変を有する AL アミロイドーシスの 2 例とその

治療効果判定について 

 

○ Complex Cardiovascular Therapeutics(CCT) 2022,2022/10/27-29、神戸 

＜Joint session (CCTI@CCT2022) ＞ 

黒木 一公 

〜CT での石灰化評価最前線〜 CT の臨床応用の期待と可能性 

「Quantitative assessment of calcium in cardiac CT predicting the need for 

rotational atherectomy」  

 

○ CVIT 北海道支部地方会 2022/11/5, Web 開催 

＜CVIT 支部長セッション＞ -地方から世界への情報発信- 

黒木 一公 

「Overcome the limitations of OCT guided PCI」  

 

○ Alliance for Revolution and Interventional Cardiology Advancement(ARIA) 2022 

(2022/11/18-20、Web 開催) 

＜OCT/OFDI ガイド PCI＞ 

黒木 一公 

「石灰化の IVUS と OCT 画像比較」 

＜Bifurcation PCI のローカルテクニック＞ 

黒木 一公 

「Telescope による入口部の OCT 観察法」 

＜Q-WINC レクチャー＞ 

 黒木 一公 

「石灰化を攻略する」 
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＜石灰化治療戦略を再考する＞ 

黒木 一公 

「Total modality で石灰化病変を攻略する」 

＜日本の CTO の現状を探る！！＞ CTO 総論と 2024 多施設アンケート報告 

黒木 一公 

「アンケート報告」 

＜大会長企画 ARIA2022 智と技の二刀流 Award＞ 

黒木 一公 

「Overcome the limitations of OCT guided PCI」 

 

○ 第 35 回日本心血管インターベンション治療学会（CVIT）九州沖縄地方会冬期症例検討会、

2022/12/3、久留米 

＜一般演題＞ 

＜ランチョンセミナー＞ 

黒木 一公 

「Ultimaster nagomi for CTO lesion」  

 

 

○ Spirit Live demonstration 2023 2023/2/18, Web 開催 

黒木 一公 

「Tip detection がうまくできなかった RCA CTO の 1 例」 

 

○ 第 87 回日本循環器学会学術集会(2023/3/10-12, 福岡) 

＜一般演題＞ 

小牧 聡一、東海 達也、開地 亮太、高江 将史、森 隆之、戸井田 玲子、黒木 一公、 

山本 展誉、辻田 賢一、海北 幸一 

Impact of Prehospital Nitroglycerin Use on Major Adverse Cardiac Events  in Patients with 

Acute Coronary Syndrome 

＜PCI ハンズオンセミナー「Complex コース①」分岐部 PCI の極意＞ 

講師 黒木 一公 
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英文原著 

○ Kurogi K, Ishii M, Nagatomo T, Tokai T, Kaichi R, Takae M, Mori T, Komaki S, Yamamoto N,  
Tsujita K. 

Mean density of computed tomography for predicting rotational atherectomy during percutaneous 

coronary intervention 

J Cardiovasc Comput Tomogr. 2023 Feb 10:S1934-5925(23)00051-5. doi: 10.1016/j.jcct.2023.02.002. 

PMID: 36775780. 

 

○ Komaki S, Ishii M, Kaichi R, Takae M, Mori T, Toida R, Kurogi K, Matsuura Y, Yamamoto N, 
 Tsujita K, Tsuruda T, Kaikita K. 

Relationship between coronary artery calcium score and bleeding events after percutaneous coronary 

intervention in chronic coronary syndrome. 

Heart Vessels. 2023 Feb 27. doi: 10.1007/s00380-023-02248-7. Epub ahead of print. PMID: 36847811. 

 

○ Tokai T, Takashio S, Kawano Y, Kidoh M, Oda S, Matsuoka M, Tsujita K. 
Assessing the treatment effect of daratumumab by serial measurements of cardiac biomarkers and 

imaging parameters in light-chain cardiac amyloidosis. 

J Cardiol Cases. 2022 Jul 16;26(4):301-304. doi: 10.1016/j.jccase.2022.06.008. eCollection 2022 

Oct.PMID: 36187319 

 

邦文雑誌・総説 

○ 黒木 一公、辻田 賢一.特集 出血性合併症を回避するための 10 カ条 

「Imaging guide で optimal stent deployment」Coronary Intervention 2022 Vol.18 No.5 
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小 児 科 
 

学会発表 

○ 「SHOX 異常症により低身長をきたした 13 歳女児」 

   中村 賢二、村端 亮、楯 真由美、佛淵 尚人 

   2023.2.12 第 158 回熊本小児科学会 熊本市 

 

研究会 

○ 「当院で経験した高インスリン高アンモニア血症症候群の新生児一例」 

楯 真由美 

   2022.7.23 第 18 回九州先天代謝異常研究会 福岡市 

 

○ 「重症心身障害児のケア」 

   楯 真由美 

   2023.2.25 ALL MIYAZAKI 総合診療 ウインターセミナー 宮崎市 

 

論文 

○ インフルエンザワクチン接種後に発症したギラン・バレー症候群の１例 

佛淵 尚人、藤戸 祥太、原尾 拓朗、栁邊 秀一、中村 賢二 

日本小児科学会雑誌 2022 年 8 月 1 日 第 126 巻 第 8 号 

 

○ 後方視的に先天性サイトメガロウイルス感染症と診断した難治性てんかんの１例  

藤戸 祥太 、佛淵 尚人、原尾 拓朗、栁邊 秀一、中村 賢二、岡田 健太朗、池田 ち

づる 

日本小児科学会雑誌 2022 年 8 月 1 日 第 126 巻 第 8 号 
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外   科 
 

学会発表 

○  胃切除を施行した胃癌症例における NLR と手術成績との関連の検討 

大町一樹,金光紘介,東 孝暁,石躍裕之,本田志延,土居浩一 

2022.4.14-16 第 122 回日本外科学会 熊本市 （hybrid） 

 

○  ヘルニア嵌頓による緊急手術での腸管壊死の術前予測因子の検討 

金光紘介,大町一樹,東 孝暁,石躍裕之,本田志延,土居浩一 

2022.4.14-16 第 122 回日本外科学会 熊本市 （hybrid） 

 

○  直腸癌手術における術後短期成績の予測因子の検討 

東 孝暁,金光紘介,大町一樹,石躍裕之,本田志延,土居浩一 

2022.4.14-16 第 122 回日本外科学会 熊本市 （hybrid） 

 

○  当院における切除不能・再発胃癌に対するニボルマブ治療の実際 

本田志延, 大町一樹,金光紘介,東 孝暁,石躍裕之,土居浩一 

 2022.4.14-16 第 122 回日本外科学会 熊本市 （hybrid） 

 

○ 下部消化管穿孔における予後因子に関する modified NUTRIC score の有用性の検討 

土居浩一, 大町一樹,金光紘介,東 孝暁,石躍裕之,本田志延 

2022.4.14-16 第 122 回日本外科学会 熊本市 （hybrid） 

 

○ 小腸穿孔による汎発性腹膜炎における臨床学的特徴と予後因子の解析 

廣松昌平,土居浩一, 大町一樹,金光紘介,東 孝暁,石躍裕之,本田志延 

2022.4.14-16 第 122 回日本外科学会 熊本市 （hybrid） 

 

○ 妊娠中の急性虫垂炎の検討 

藤永映人,土居浩一, 大町一樹,金光紘介,東 孝暁,石躍裕之,本田志延 

2022.4.14-16 第 122 回日本外科学会 熊本市 （hybrid） 

 

○  下部消化管穿孔における予後因子に関する栄養学的検討 

遊佐俊彦,土居浩一,梅崎直紀, 原田和人,石躍裕之,本田志延 

 2022.6.11 第 25 回宮崎 NST 研究会 宮崎市 （web） 

 

○  胃切除を施行した胃癌症例における術前 BMI と術後 CRP 値との関連の検討 

大町一樹,金光紘介,東 孝暁,石躍裕之,本田志延,土居浩一 

2022.7.20-22 第 77 回日本消化器外科学会 横浜市 （hybrid） 
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○  大腸癌術後 SSI 発生に関与するリスク因子の検討 

遊佐俊彦,梅崎直紀, 原田和人,石躍裕之,本田志延,土居浩一 

 2022.8.6 第 25 回宮崎外科医会夏期研修発表会 宮崎市 （web） 

 

○  脾悪性リンパ腫破裂に対して脾摘術施行により救命した一例 

鈴木裕紀子,遊佐俊彦,梅崎直紀, 原田和人,石躍裕之,本田志延土居浩一, 

 2022.9.17 第 103 回外科集談会 熊本市 （web） 

 

○  下部消化管穿孔における予後因子に関する検討 

梅崎直紀,遊佐俊彦,原田和人,石躍裕之,本田志延,土居浩一 

 2022.10.14 第 回宮崎リコモジュリン研究会 宮崎県 （web） 

 

○ The utility of transcatheterarterial embolization for gastroduodenal 

bleeding due to advanced cancer  

土居浩一,大町一樹,金光紘介,東 孝暁,石躍裕之,本田志延 

2022.10.20-22 第 60 回日本消化器外科学会 神戸市 （hybrid） 

 

○  根治的手術を施行した胃癌症例における NLR 値と手術成績との関連の検討 

大町一樹,金光紘介,東 孝暁,石躍裕之,本田志延,土居浩一 

2022.10.27-30 JDDW2022 福岡市 （hybrid） 

 

○  直腸癌 StageII III における再発リスク因子の検討 

金光紘介,大町一樹,東 孝暁,石躍裕之,本田志延,土居浩一 

2022.10.27-30 JDDW2022 福岡市 （hybrid） 

 

○  直腸癌手術における腎背側脂肪厚と術後短期成績の関連の検討 

東 孝暁,金光紘介,大町一樹,石躍裕之,本田志延,土居浩一 

2022.10.27-30 JDDW2022 福岡市 （hybrid） 

 

○ 大腸癌根治術における合併症の発生要因の解析 -栄養因子を中心に- 

土居浩一,遊佐俊彦,梅崎直紀,原田和人,石躍裕之,本田志延 

2023.1.13-15 第 26 回日本病態栄養学会 京都市 （hybrid） 
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座長 

○ 研修医セッション 8 

 座長 土居浩一 

2022.4.14-16 第 122 回日本外科学会 熊本市 （hybrid） 

 

○ 研修医セッション 12 

座長 本田志延 

2022.4.14-16 第 122 回日本外科学会 熊本市 （hybrid） 
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整 形 外 科 
 

学会発表 

○ インプラント予後因子に対する Hounsfield Unit の有用性 

 石原 和明 

第 95 回日本整形外科学会学術総会 2022 年 5 月 19 日～22 日 神戸市 

 

○ 小児橈骨遠位端骨折後の偽関節 

石原 和明 

第 143 回西日本整形・災害外科学術集会 2022 年 6 月 11 日～12 日 福岡市 

 

○ 当院における人工関節感染に対する加療と検討 

石原 和明 

第 84 回宮崎整形外科懇話会 2022 年 6 月 4 日 宮崎市 

 

○ COVID-19 による当院の大腿骨転子部骨折の手術待機日数の変化 

石原 和明 

第 48 回日本骨折治療学会学術集会 2022 年 6 月 24 日～25 日 横浜市 

 

○ Ankle fusion plate lateral TT の使用経験 

石原 和明 

第 47 回日本足の外科学会 2022 年 11 月 3 日～4 日 愛媛市 

 

○ 当院における高齢脊髄損傷患者の経験 

石原 和明 

第 144 回日本整形・災害外科学術集会 2022 年 11 月 12 日～13 日 宇部市 

 

○ 宮崎県の高校ラグビーにおけるメディカルサポート体制－3 年間の外傷調査 

森田 恭史 

第 33 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 2022 年 11 月 12 日～13 日 札幌市 

 

 

学術雑誌 

○ 特発性脊髄硬膜外血腫の小経験 

  石原 和明 

  整形外科と災害外科 2022 年;Vol71,No3 260-262 
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○ 小児橈骨遠位端骨折後の偽関節 

石原 和明 

  整形外科と災害外科 2022 年;Vol72,No2 218-220 

 

○ 当院における人工関節感染に対する加療と検討 

  石原 和明 

  宮崎整形外科研究会誌 2022 年 第 27 号 29-30 
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呼 吸 器 外 科 
 

学会発表 

○ 右上葉肺癌術後に脊髄梗塞を発症した一例 

森 浩貴, 能勢 直弘、濱廣 友華 

第 39 回日本呼吸器外科学会総会（2022.5 月 オンライン開催） 

 

○ 胸腔鏡下胸膜生検の有用性及び安全性の検討 

能勢 直弘, 森 浩貴 

第 39 回日本呼吸器外科学会総会（2022.5 月 オンライン開催） 

 

○ 原因薬剤の中止により縮小を得られた肺腫瘍の 2症例 

濱廣 友華, 富田 雅樹, 綾部 貴典, 前田 亮, 黒木 将英 

第 39 回日本呼吸器外科学会総会（2022.5 月 オンライン開催） 

 

○ 大丈夫ですか、医師の 2024 年問題 働き方改革を進める上で最も大切なことは医師 

ひとりひとりの意識改革 

能勢 直弘 

第 14 回日本 Acute care surgery 学会学術集会 (2022.10 月 宮崎) 
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心 臓 血 管 外 科 

 
学会発表 

○ 異なるエコー所見を呈した大動脈弁乳頭状線維弾性種の２切除例 

森 晃佑、松山 正和、島尾 義也、鞍津和 優子、赤須 晃治、戸井田 玲子、中村 都英 

第 12 回 日本心臓弁膜症学会、12 月 16 日 宮崎県宮崎市 

 

○ 左室破裂に伴う乳頭筋壊死の治療経験 

松山 正和、森 晃佑、鞍津和 優子、佐多 富美、赤須 晃治、中村 都英 

第 12 回 日本心臓弁膜症学会、12 月 17 日 宮崎県宮崎市 

 

○ Is LSA sacrifice permissible in emergency TEVAR? 

松山 正和、森 晃佑、赤須 晃治、中村 都英 

第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会、10 月 5～8 日 神奈川県横浜市 

 

○ 脳梗塞を伴うショックで発症した、後腹膜腔破裂を伴う腹部大動脈―下大静脈瘻の手術経

験 

松山 正和、森 晃佑、赤須 晃治、中村 都英 

第 50 回日本血管外科学会学術総会、5 月 25～27 日 福岡県北九州市 

 

○ 重症 ARDS に対する ECMO 管理と、二期的僧帽弁形成術の経験 

松山 正和、森 晃佑、矢野 隆郎、赤須 晃治、中村 都英 

第 56 回宮崎救急学会、8 月 13 日 宮崎県日南市 

 

○ 慢性 B 型解離に対する petticoar 法 TEVAR 術後の追加 EVAR の際に、胸部の Bare stent が

干渉し開腹処置を要した１例の経験 

第１回 Miyazaki Aortic Conference、6 月 17 日 宮崎県宮崎市 

 

○ JATS Case Presentation Awards 心臓 3：感染、仮性瘤 

松山 正和 

第 75 回日本胸部外科学会定期学術集会 座長 10 月 5 日 神奈川県横浜市 

 

○ The 19th Z-conference on the web 

松山 正和 座長 11 月 30 日 Web 

 

学術雑誌掲載論文 

○  心臓超音波検査で後乳頭筋壊死が疑われた急性心筋梗塞後左室自由壁破裂の経験 

日本心臓血管外科学会雑誌 2022；51：11-15 
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泌 尿 器 科 

 
学会発表 

○ 中リスク筋層非浸潤性膀胱癌に対するＢＣＧ療法後に膀胱委縮、膀胱尿管逆流を生じ

た１例 

木村 友哉 

第 87 回日本泌尿器科学会東部総会 2022.10.28 

 

○ 小細胞癌化した ｍＣＳＰＣの１例 

石川 裕隆 山下 康洋 木村 友哉 

日本泌尿器科学会第 94 回宮崎地方会 2023.1.21 
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産婦人科・周産期科 

 

学会発表 

○ 宮崎県北医療圏における COVID-19 合併妊娠の周産期予後の検討 

菅野 知佳、山内 綾、小畑 静、東 真理恵、大塚 晃生、寺尾 公成 

令和４年度宮崎県産科婦人科学会・春期学術講演会 2022.04.30（宮崎市） 

 

○ SARS-COV2 感染により胎児機能不全を来した１例 

山内 綾、菅野 知佳、徳田 温子、山田 直史、児玉 由紀、大塚 晃生、寺尾 公成 

第 58 回日本周産期・新生児医学会学術集会 2021.7.10-7.12（横浜市） 

 

○ 胎児機能不全を呈し緊急帝王切開術を施行した COVID-19 の一例 

山内 綾、菅野 知佳、徳田 温子、山田 直史、児玉 由紀、大塚 晃生、寺尾 公成 

第 74 回日本産科婦人科学会学術講演会 2022.8.5-7（福岡市） 

 

○ 卵巣ステロイド細胞腫瘍の一例 

小畑 静、山内 綾、東 真理恵、菅野 知佳、大塚 晃生、島尾 義也、寺尾 公成 

令和４年度宮崎県産科婦人科学会・秋期学術講演会 2022.09.17（宮崎市） 

 

 

論文発表 

○ Yoshiya Shimao, Aya Yamauchi, Teruo Ohtsuka,Kiminari Terao, Yuki Kodama, 

Noshi Yamada, Yujiro Asada, Yuichiro Saro. C4 deposition and CD 39 down 

regulation in the placental infection bySARS-CoV-2. Pathl Int 2022；72(4)：

267-269. 
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リハビリテーション科 
 

学会発表 

○ 栄養サポートチームにおける作業療法評価の有用性 

2023／3／2 延岡病院学会           発表者 神澤 潤 

 

その他 

○ 腰痛を防ぐ Transfer(移乗) 

2022/4/8 新人看護師研修プログラム      発表者 鍋倉 敦 

 

○ FIM（機能的自立度評価）について 

2022/6/22 ICU 勉強会             発表者 海藏 健一 

 

○ 心不全について 

2022/6/24  第 25 回クリニカルパス大会     発表者 古賀 大介 

 

○ 褥瘡とリハビリテーション 

2022/7/20   褥瘡対策委員会          発表者 若松 詩織、島中 雄亮 

 

○ FIM（機能的自立度評価）について 

2022/8/24 6E 勉強会              発表者 神澤 潤 

 

○ ご飯を食べるために ～摂食・嚥下障害を診る～ 

2022/9/30 ３E 勉強会                     発表者 増田 洸一 

 

○ 心臓リハビリテーションにおける作業療法士の関わり方 

2022/10/20 地域医療セミナー         発表者 若松 詩織 

 

○ 脊椎破裂骨折のリハビリテーション 

2022/10/28 第 26 回クリニカルパス大会     発表者 有馬 彩水 

 

○ ベッドサイドで行えるリハビリテーション 

2023/2/20 緩和ケア・オンコロジーおしゃべりサロン 

発表者 古賀 大介、神澤 潤 

 

○ 当院での COVID-19 陽性患者のリハビリテーション介入について 

2023/2/23 院内クリニカルパス大会      発表者 清水 彩夏 
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○ 腰痛予防対策講習 

2023/2/27 医療サービス向上委員会      発表者 有馬 彩水 

 

○ 腰痛予防と移乗動作 

2023/3/9 看護補助者研修          発表者 芳ヶ迫 栄伸 

 

○ 腰痛予防と移乗動作 

2023/3/10 看護補助者研修          発表者 芳ヶ迫 栄伸 
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放 射 線 科 
【技師】 

学会発表 

○ 当院の取り組み ～COVID-19 陽性症例 PCI～ 

上村 和也、長友 俊樹 

2022.8.7   第 3 回南九州 IVR 研究会 Web 開催 

 

○ 冠動脈 CT の石灰化プラーク測定を用いた、PCI における Rotational Atherectomy の

予測因子 

  長友 俊樹、蕪 俊二、黒木 一公 

  2022.9.16   第 38 回日本診療放射線技師学術大会学術大会 

 

○ 医療被ばくをより正確かつわかりやすく ～心カテ部門のアプリ活用～ 

  長友 俊樹 

  2022.11.19 ARIA2022 

 

○ 単純 CT での画像表示の工夫による腰部脊柱管視認性向上の試み 

  恒吉 喬太、福留 博人、蕪 俊二 

  2023.3.4   第 9 回宮崎 CT フォーラム  

 

 

その他 

○ マンモグラフィのトモシンセシス撮影の有用性について 

楠木 翠、吉田 光咲、池田 佳小里、長友 俊樹、蕪 俊二 

2022.9.8 第 24 回県立延岡病院学会         

 

○ Off-centerCT 撮影が画質に与える影響について 

長友俊樹、蕪 俊二 

2023.3.2 第 25 回県立延岡病院学会         
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歯科口腔外科 
 

学会発表 

○ 超高齢者に発生した上顎歯肉孤立性線維性腫瘍（low malignant potential）の一例  

A case of solitary fibrous tumor of the maxillary gingiva in a super elderly 

patient. 

馬場 貴 1) 福井 丈仁 2) 平山 聞一 2) 金氏 毅 2) 山本 哲彰 1) 山下 善弘 2)  

1) 宮崎県立延岡病院 歯科口腔外科(主任：山本 哲彰) 

2) 宮崎大学 医学部 感覚運動医学講座 顎顔面口腔外科学分野(主任：山下 善弘) 

第 67 回 日本口腔外科学会総会・学術大会 
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麻 酔 科 

 

学会発表 

○ オレキシン２受容体選択的作動薬 YNT-185 の意識下ラットにおける圧受容器反射活動

に及ぼす影響 

白阪 哲朗、日高 康太郎、太田尾 剛、越田 智弘、丸田 豊明、恒吉 勇男 

日本麻酔科学会第 69 回学術集会 6/16-18（2022 年）神戸市 口演（優秀演題） 

 

 

学術雑誌 

○ Extracellular signal-regulated kinase phosphorylation enhancement and NaV1.7 

sodium channel upregulation in rat dorsal root ganglion neurons contribute to 

resiniferatoxin-induced neuropathic pain: The efficacy and mechanism of pulsed 

radiofrequency therapy. 

Hidaka K, Maruta T, Koshida T, Kurogi M, Kage Y, Kouroki S, Shirasaka T, 

Takeya R, Tsuneyoshi I. Mol Pain. 

2022 Jan-Dec;18:17448069221089784.  
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臨 床 検 査 科 
 
学会発表 
○ 体腔液細胞診にて診断に苦慮した肉腫型中皮腫３例の細胞像検討 

甲斐 友佳子 
第 9 回宮崎県臨床細胞学会総会 2023.2.5 

 
○ 生理検査担当の臨床検査技師と患者の性別不一致に対する患者意識調査 

～男女共に働きやすい臨床検査技師の環境づくりを目指して～ 

高尾 咲季 

・日本医療マネジメント学会 第 15 回宮崎県支部学術集会 2023.2.4 
・第 87 回 日本循環器学会学術集会 2023.3.12 
 

○ Clinical prediction of left ventricular thrombus after ST-elevation myocardial infarction 
withbiochemical and echocardiographic findings 

宮下 紘樹 

第 87 回 日本循環器学会学術集会 2023.3.11 
 

○ いつやるの 今でしょ！～カテ室での心嚢液チェック～ 
佐多 富美 
第 34 回 日本心血管インターベンション治療学会（CVIT）九州・沖縄地方会 
コメディカルシンポジウム 2022.8.20 

 
研修会 
○ AML（M6b）の一症例 

松羽 夕貴 
第 86 回宮崎県血液疾患検討会（症例提示・解説） 2022.7.1 web 開催 

 
○ MCL の一症例 

松羽 夕貴 
第 87 回宮崎県血液疾患検討会（症例提示・解説） 2022.10.28 web 開催 

 
○ AML-cuplike（M1）の一症例 

松羽 夕貴 
第 88 回宮崎県血液疾患検討会（症例提示・解説） 2023.1.27 web 開催 
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○ どうしよう！クロスマッチが陽性 

櫻井 涼子 
令和 4 年度 これだけは知っておきたい宮臨技セミナー 2022.11.27 web 開催 

 
その他 
○ 輸血検査と採血について 

櫻井 涼子 
令和 4 年度 看護基礎研修 2022.10.24 県立延岡病院 

 
○ 生理検査担当の臨床検査技師と患者の性別不一致に対する患者意識調査  

～男女共に働きやすい臨床検査技師の環境づくりを目指して～ 

高尾 咲季 
延岡病院院内学会（前期） 2022.9.8 
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病 理 診 断 科 
 

学会発表 

○ 卵巣腫瘍 

宮崎県立延岡病院 病理診断科 

島尾 義也 

第 387 回九州沖縄スライドコンファレンス,2022.5, 福岡市(web) 

 

○ 体腔液細胞診にて診断に苦慮した肉腫型中皮腫 3 例の細胞像検討 

  甲斐 友佳子 

  第 9 回宮崎県臨床細胞学会, 2023, 2, 宮崎市 

 

論文発表 

○ C4d deposition and CD39 downregulation in the placental infection 

by SARS-CoV-2. 

Shimao Y, Yamauchi A, Ohtsuka T, Terao K, Kodama Y, Yamada N, 

Asada Y, Sato Y. Pathol Int. 2022 Apr;72(4):267-269.  

 

○ A case of diaphragmatic hemangioma completely resected by partial 

diaphragmatic resection. 

Mori H, Nose N, Hamahiro T, Shimao Y, Tomita M, Furukawa K.J Surg 

Case Rep. 2022 Jun 7;2022(6) 
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栄 養 管 理 科 
 

その他 

○ 当院ＮＳＴにおける歯科医師連携の現状 

松本 朋子 

  第 25 回宮崎ＮＳＴ研究会 2022 年 6 月 4 日 宮崎市 

 

○ 生活習慣病の予防について ～食生活や栄養面から～ 

河野 裕子 

県民健康講座 2022 年 12 月 21 日 延岡市 

 

○ 県立病院内コンビニエンスストア(売店)・飲食店におけるナッジを活用した 

食環境整備 

脇田 真帆 

  第 25 回県立延岡病院学会 2023 年 3 月 1 日 延岡市 
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臨 床 工 学 科 

 

学会発表 

○ 当院の人工心肺について（シンポジウム） 

奥 智樹、白地 広人、平野 竜也、山内 隆嗣、外山 芳久、永田 浩一、中西 清隆 

第 47 回日本体外循環技術医学会九州地方会(福岡 Web) 2022.06.18 

 

○ 補助循環の基礎と管理おけるピットフォール(教育講演) 

中西 清隆 

第 34 回 CVIT 九州・沖縄地方会 宮崎大会 2022.08.19～08.20 

 

○ 高度肥満患者に対する V-VECMO 導入事例における考察(一般演題) 

中西 清隆、山内 隆嗣、永田 浩一、山口 章司 

第 47 回日本体外循環技術医学会大会(福岡) 2022.11.19～11.20  

 

○ 宮崎県北部地区における中核病院での役割と対応(COVID-19 関連シンポジウム) 

中西 清隆 

第 60 回自治体病院学会(沖縄) 2022.11.10～11.11 

 

○ COVID-19 感染症での ECMO 導入を想定した取り組み(ポスター) 

中西 清隆、奥 智樹、平野 竜也、白地 広人、山内 隆嗣、永田 浩一 

第 60 回自治体病院学会(沖縄) 2022.11.10～11.11 

 

○ 県立 3病院における ECMO 回路標準化の取り組み(ポスター) 

出水 拓也、奥 智樹、山内 隆嗣、中西 清隆 

第 60 回自治体病院学会(沖縄) 2022.11.10～11.11 
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○ DCM 患者の VTに対して iATP 様設定で治療が奏功した 1 例 

出水 拓也、中西 清隆、開地 亮太 

第 17 回九州・沖縄臨床工学会(沖縄) 2023.1.14～1.15 

 

○ 当院における Impella 導入症例の報告と検討 

古川 雄一朗、出水 拓也、平野 竜也、白地 広人、奥 智樹、濱谷 昌弘、山内 隆嗣、 

永田 浩一、中西 清隆 

第 17 回九州・沖縄臨床工学会(沖縄) 2023.1.14～1.15 

 

○ コメディカルシンポジウム２(コメンテーター) 

山内 隆嗣 

第 34 回 CVIT 九州・沖縄地方会 宮崎大会 2022.08.19～08.20 

 

○ 一般演題コメディカル１(座長) 

出水 拓也 

第 34 回 CVIT 九州・沖縄地方会 宮崎大会 2022.08.19～08.20 

 

○ 一般演題｢心筋保護②｣(座長) 

中西 清隆 

第 47 回日本体外循環技術医学会大会 2022.11.19～2022.11.20 
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救 命 救 急 科 
 
学会発表 
○ 県北部地域救急車型ドクターカーの導入について 

長嶺 育弘、島津 志帆子、後庵 篤、山内 佑太、川口 惇、甲斐 俊太、森久保 裕、木佐貫 ゆかり 
宮崎救急医学会 2022 年 8 月 日南市 

 
○ 消防・民間救急機関からのドクターカー救命士派遣について 

甲斐 俊太、長嶺 育弘、島津 志帆子、後庵 篤、山内 佑太、森久保 裕、川口 惇、木佐貫 ゆかり 
宮崎救急医学会 2022 年 8 月 日南市 

 
○ 病院前診療における血中乳酸値の有用性 

吉田 裕介、森久保 裕、興梠 育美、一政 英美、木佐貫 ゆかり、長嶺 育弘 
宮崎救急医学会 2022 年 8 月 日南市 

 
○ 当院ドクターカーにて NPPV を使用した症例のまとめ 

島津 志帆子、山内 佑太、後庵 篤、長嶺 育弘 
宮崎救急医学会 2022 年 8 月 日南市 

 
○ 救命し得なかった小児の縦隔気腫の１例 

山内 佑太、後庵 篤、島津 志帆子、長嶺 育弘 
宮崎救急医学会 2022 年 8 月 日南市 

 
○ 救命し得なかった小児の縦隔気腫の１例 

山内 佑太、後庵 篤、島津 志帆子、長嶺 育弘 
日本救急医学会総会 2022 年 10 月 東京都 

 

○ 侵襲性肺炎球菌感染症により血栓性微小血管症をきたした一例 

三宅 良博、東雲 崇之、田中 早紀、工藤 陽平、佐々木 朗、金丸 勝弘、松岡 博史、 

長野 健彦、落合 秀信 

日本救急医学会総会 2022 年 10 月 東京都 

 

○ 食塩の大量摂取に伴う高ナトリウム血症とくも膜下出血の合併を認めた 1 例 

東雲 崇之、齋藤 勝俊、工藤 陽平、畠中 健吾、佐々木 朗、長野 健彦、松岡 博史、 
金丸 勝弘、落合 秀信 
日本救急医学会総会 2022 年 10 月 東京都 
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○ 宮崎県北部地域救急医療体制の変化及び今後の課題について 
長嶺 育弘、森久保 裕、島津 志帆子、岩本 和樹、木佐貫 ゆかり、金丸 勝弘、落合 秀信 

宮崎救急医学会 2023 年 3 月 宮崎市 
 
○ 宮崎県北部地域精神化救急疾患対応の現状と課題について 

長嶺 育弘、森久保 裕、島津 志帆子、岩本 和樹、佐藤 由桂子、出口 ゆかり、 

木佐貫 ゆかり、金丸 勝弘、落合 秀信 

宮崎救急医学会 2023 年 3 月 宮崎市 
 

○ メトホルミン関連乳酸アシドーシスにビタミン B1,B12 欠乏を伴った一例 

河野 真菜、長嶺 育弘、岩本 和樹、島津 志帆子、金丸 勝弘 

宮崎救急医学会 2023 年 3 月 宮崎市 
 

○ 県立延岡病院救命救急センターでのグリーフケア活動について 
一政 英美、吉田 裕介、森久保 裕、長嶺 育弘、吉田 希美、木佐貫 ゆかり、金丸 勝弘 

宮崎救急医学会 2023 年 3 月 宮崎市 
 
○ 第 25 回県立延岡病院学会 D グループ座長 

金丸 勝弘 

県立延岡病院学会 2023 年 3 月 延岡市 
 

講演会・講義 
○ 講演：県北講演会 

宮崎県北地域における救急医療の変化 
長嶺 育弘 2022 年 8 月 

 
○ 講演：R4年度宮崎県消防長会救急実務研修会 

宮崎県北の病院前診療を考える 
長嶺 育弘 2023 年 1 月 

 
○ 講演：R4年度みさと地域医療塾 

県北医療の現在・過去・未来 
金丸 勝弘 2023 年 2 月 

 
○ 講義：防災士研修 

災害医療について 
長嶺 育弘 2022 年 12 月 九州保健福祉大学 
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○ 講義：消防学校救急課程講義 

ショックについて 
長嶺 育弘 2022 年 11 月 宮崎県消防学校 

 
講習会 
○ BLS 講習会 

九州保健福祉大学生命医科学コース 2022 年 11 月 九州保健福祉大学 
 

○ ICLS 講習会 

県立延岡病院院内コース 2023 年 2 月 県立延岡病院 

 

○ JPTEC 講習会 

ファーストレスポンダーコース 2023 年１月 日南市 

 

○ JPTEC 講習会 

プロバイダーコース 2023 年 2 月 宮崎県消防学校 

文責：救命救急科 金丸勝弘  
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薬 剤 部 
 

 

その他 

○ 当院の連携充実加算の運用状況等について 

  税所 美幸 

  第１回のべおかレジメンセミナー２０２２（Web 開催） 2022.6.2 

   

○ 具体的なレジメンとその副作用について（胃がんについて） 

  柴田 雅之 

  第１回のべおかレジメンセミナー２０２２（Web 開催） 2022.6.2 

 

○ 当院における連携充実加算算定の取り組みについて 

  柴田 雅之 

  第２回のべおかレジメンセミナー２０２２（ハイブリッド開催） 2022.11.10 

 

○ 具体的なレジメンとその副作用について－消化器がん－ 

  税所 美幸 

  第２回のべおかレジメンセミナー２０２２（ハイブリッド開催） 2022.11.10 

 

○ 薬薬連携に対する延岡病院の取り組みについて 

甲斐 久彬 

宮崎県薬剤師会薬薬連携全体研修会（Web 開催） 2022.11.12 

 

○ 薬薬連携に対する当院の取り組みについて（第 2 報） 

甲斐 久彬 

第２５回県立延岡病院学会 2023.3.1 
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看 護 部 
 

学会発表 

１．第 24 回 宮崎県立延岡病院学会 2022.9.7～9.8 

○ 救急病棟における配薬に関するマニュアル遵守の実態調査 

3 階西病棟 山本 哲也 

 

○ 新型コロナウィルス感染症患者に対応する看護師のストレスと効果的コーピング 

7 階東病棟 坂本 鮎美 

 

○ 摂食機能療法加算の現状と今後の課題 

摂食嚥下リソース 荒武 朱里 

 

○ 病院前診療における血中乳酸値の有用性 

3 階西病棟  吉田 裕介 

 

○ 循環器病棟で内服自己管理中に発生したインシデントの要因と今後の課題 

～内服自己管理におけるインシデント分析からの検証～ 

HCU 甲斐 祐里 

 

○ 外科病棟で発生した褥瘡について現状分析をすることで発生要因を明らかにする 

～カルテ調査から見えてきたこと～ 

5 階西病棟 福島 純 

 

○ 呼吸の異常から急変を判断するケースリフレクション教育の試み 

～看護師の呼吸アセスメント力への効果～ 

外来 本村 理恵 

 

 

２．卒後 2 年目（基礎Ⅱ）事例研究発表 2022.11.28 県立延岡病院 

○ 急性期病棟における心不全終末期看護 

～本人らしい最期を迎えるための関わり方とは～ 

5 階西病棟 佐藤 未来 

 

○ 認知機能が低下した心不全患者の口渇感の訴えに対する看護を振り返って 

5 階西病棟 片伯部 美優 
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○ せん妄が遷延なく回復するための看護師の関わり方について考える 

5 階西病棟 川﨑 侑奈 

 

○ 多発性骨髄腫の化学療法に同意した患者が治療に対する気持ちが変化した場面を振り

返って 

5 階東病棟 小野 夕華 

 

○ 脳梗塞による右片麻痺・運動性失語を呈した壮年期の急性期患者との関わり 

3 階東病棟 原田 拓実 

 

○ 成功体験を経て自己効力感が向上した両下肢切断術後の患者との関わりを振り返って

6 階西病棟 永田 唯衣 

 

○ 早産児の家族に対する看護 

周産期センター 黒木 麻衣 

 

○ 気管カニューレを抜管した患者との関わりを振り返って 

7 階東病棟 本間 魁渡 

 

 

３．日本医療マネジメント学会第 15 回宮崎県支部学術集会 2023.2.4 宮崎市 

○ 摂食機能療法加算の現状と今後の課題 

荒武 朱里、河野 由佳里 

 

○ 新型コロナウィルス感染症患者に対応する看護師のストレスと効果的コーピング 

坂本 鮎美 

 

 

４．第 25 回 宮崎県立延岡病院学会 2023.3.1～2 

○ 看護師のがん看護に関する困難感 

～がん患者とのコミュニケーションに焦点をあてて～ 

堀 錦 

 

○ 緩和ケアリソースの活動報告 

～がん性疼痛緩和指導料の算定件数の増加をめざして～ 

夏田 若菜 
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５．令和４年度宮崎県看護研究学会 2023.3.4 宮崎市 

○ A 病棟におけるデイパートナーシップを成功させるための課題 

～経験年数の違った看護師同士の関わりから～ 

松田 志保 

 

○ プロトコルを活用した NICU での退院支援 

松山 瑞希 

 

 

６.第 37 回 日本がん看護学会学術集会 2023.2.25～2.26 横浜市 

○ 院内がん看護研究会の成果と今後の課題 

～急性期病院におけるがん看護の質向上を目指して～ 

吉田 希美、糸平 芳江 

 

 

７．第 56 回宮崎救急医学会 2022.8.13 日南市 

○ 病院前診療における血中乳酸の有用性 

吉田 裕介 

 

８. 第 57 回宮崎救急医学会 2023.3.18 宮崎市 

○ 県立延岡病院救命救急センターでのグリーフケア活動について 

一政 英美 

 

 

９.第 17 回日本病院前救急医学会総会・学術集会 東京都 

○ ドクターカー症例における病院前血中乳酸値の有用性について 

吉田 裕介 

 

10.第 34 回日本心血管インターベーション 2022.8.19～8.20 宮崎市 

○ ハートチームの中の私にできること 

田中 麻衣 

 

○ 施設紹介～みんなのカテ室～ 

新井 美紀 

 

11. 第 24 回日本救急看護学会学術集会 2022.10.14～15 東京 

○ 呼吸の異常から急変を判断するケースリフレクション教育の試み 

本村 理恵 
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12．第 37 回看護師自治会研究発表 2023.1.14 県立延岡病院 

○ A 病院循環器内科病棟における心不全教育クリニカルパス実践の現状と課題 

～パスの導入が困難であった患者のデータから～ 

5 階西病棟 三浦 妃加瑠、浅沼 園実、渡部 久弥子  

 

○ 救命救急センターにおいて看護師が抱えるジレンマの実態調査 

3 階西病棟 中内 俊輔、黒木 一樹 

 

○ 腹膜透析患者の入院を受け入れる病棟看護師の現状と課題 

透析室 石井 麻美、荒牧 ふみ 

 

○ A 病院の 24 時間院内拘束による応援業務のストレス実態調査 

手術室 本田 光司、伊藤 美香、猪崎 ミエ子 

 

○ 混合病棟と小児科外来の一元化体制に関する看護師の思い 

4 階東病棟 山口 千草、濱松 直美、落合 夏子 

 

○ ベッド体圧感知型離床センサーの設置に関する病棟看護師のアセスメントの実態 

5 階東病棟 甲斐 智範、中川 幸代、小森 葉月、久光 理央 
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県立延岡病院学会 
 

学会発表 

１．第 24 回県立延岡病院学会 2022.9.7～8 

○ 救急病棟における配薬に関するマニュアル遵守の実態調査 

                                                 3 階西病棟 山本 哲也    

 

○ 新型コロナウィルス感染症患者に対応する看護師のストレスと効果的コーピング 

7 階東病棟 坂本 鮎美    

 

○ 摂食機能療法加算の現状と今後の課題 

摂食嚥下リソースナース 荒武 朱里    

 

○ 病院前診療における血中乳酸値の有用性 

3 階西病棟 吉田 裕介    

 

○ 生理検査担当の臨床検査技師と患者の性別不一致に対する患者意識調査 

～男女共に働きやすい臨床検査技師の環境づくりを目指して～ 

臨床検査科 髙尾 咲季    

 

○ 大腸憩室出血の内視鏡検査における出血源同定率に寄与する因子の検討 

研修医 川本 健介    

 

○ 急性冠症候群患者における PCI 後の脂質異常症に対する加療と臨床転機の 

関連について 

研修医 小迫 太一    

 

○ 県北地域の心肺停止症例における地域性 

研修医 鈴木 裕紀子    

 

○ 循環器病棟で内服自己管理中に発生したインシデントの要因と今後の課題 

～内服自己管理におけるインシデント分析からの検証～ 

HCU 甲斐 祐里    

 

○ 外科病棟で発生した褥瘡について現状分析をすることで発生要因を明らかにする 

～カルテ調査から見えてきたこと～ 

5 階東病棟 福島 純    
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○ 呼吸の異常から急変を判断するケースリフレクション教育の試み 

～看護師の呼吸アセスメント力への効果～ 

外来 本村 理恵    

 

○ 医療機関別係数（機能評価Ⅱ）について 

診療情報管理科 甲斐 李沙    

 

○ マンモグラフィのトモシンセシス撮影の有用性について 

放射線科 池田 佳小里    

 

○ 大腸癌卵巣転移の検討 

研修医 廣松 昌平    

 

○ COVID-19 と IL-6 の関係についての検討 

研修医 藤永 映人    

  ※日本医療マネジメント学会第 15 回宮崎県支部学術集会発表 2023.2.4(宮崎市) 

 

２．第 25 回県立延岡病院学会 2023.3.1～3.2 

○ 看護師のがん看護に関する困難感 

～がん患者とのコミュニケーションに焦点をあてて～ 

4 階東病棟 堀 錦    

 

○ 県立病院内コンビニエンスストア（売店）・飲食店におけるナッジを活用した食環境

整備 

TQM サークル ひなた栄養チーム 栄養管理科 脇田 真帆    

 

○ 薬薬連携に対する当院の取り組みについて（第 2 報） 

薬剤部 甲斐 久彬    

 

○ なぜ遺伝子検査の結果が出ないのか？ 

～病理組織検体を用いた遺伝子検査 当院と論文との比較～ 

研修医 黒木 麻由    

 

○ 口腔癌頸部リンパ節転移の診断におけるリンパ管 MRI の応用 

研修医 鮫島 玄    

 

○ COVID-19 合併妊娠の帝王切開術における麻酔導入時間への影響 

研修医 古谷 空也    
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○ 救急外来を受診した患者で低血糖を示した症例の原因別の検討 

研修医 朝日 達也    

 

○ 緩和ケアリソースの活動報告 

～がん性疼痛緩和指導料の算定件数の増加をめざして～ 

緩和ケアリソース 夏田 若菜    

 

○ 栄養サポートチームにおける作業量評価の有用性 

リハビリテーション科 神澤 潤    

 

○ 「Off-centerCT 撮影が画質に与える影響について」 

放射線科 長友 俊樹    

 

○ 当院におけるイレウス治療の現状および小腸閉塞症例における腸管壊死の術前予測 

因子についての検討 

研修医 德永 啓    

 

○ 「満月の日にはお産が多い」は本当か？ 

研修医 和田 陽花    

 

○ 当院における転移性脊椎腫瘍の扱い 

整形外科副医長 石原 和明    

- 55 -



県 民 健 康 講 座 
 

 

○ 2022.4.20 子宮脱について 

                          産婦人科    大塚 晃生 

 

○ 2022.6.15 便秘の話 

                          消化器内科   野田 貴穂 

 

○ 2022.10.19 サルコペニアと内臓脂肪が人体にもたらす影響 

                            外科      土居 浩一 

 

○ 2022.12.21 生活習慣病の予防について 

        ～食生活や栄養面から～         栄養管理科  河野 裕子 

 

 

○ 2023.2.15  これだけはおさえておきたい口腔癌のこと 

                            歯科口腔外科 山本 哲彰 
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チーム医療セミナー 
 

○ 2022.5.18 文書管理システム（ＭＥＤＯＣ）の概要と実務について 

医事・経営企画課、富士通Ｊａｐａｎ株式会社 

 

○ 2022.8.19 2022 年度診療報酬改訂後～注目したいもの～ 

        ＤＰＣ入力に関する注意点について 

医事・経営企画課、診療情報管理科 

 

○ 2022.9.21 人口減少が医療従事者の業務を変える？ 

        ～ナース・プラクティショナー／タスクシェア・シフティング～ 

放射線科 蕪 俊二 

 

○ 2022.11.16 心臓リハビリテーションにおける作業療法士の関わり方 

リハビリテーション科 若松 詩織 

 

○ 2023.2.3 診療報酬請求と審査・査定減点 

       病院収益を上げよう 

医事・経営企画課、診療情報管理科 

 

○ 2023.3.15 大腿骨近位部骨折早期手術に向けて 

整形外科 石原 和明 

 

 

 

日本医療マネジメント学会第 15 回宮崎県支部学術集会 

 

○ 医療秘書の現状と今後の課題（コロナ禍からの脱却を見すえて） 

臨床支援科 内田 隆一、緒方 洋介 

 

○ 患者支援サービスの現状と今後の課題 

医事・経営企画課 緒方 洋介、内田 隆一 

 

○ 医療機関別係数（特に機能評価係数Ⅱ）の向上への取り組み 

診療情報管理科 染矢 侑花、甲斐 李沙、内田 隆一、緒方 洋介 
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